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９
月
に
開
催
し
た
国
労
東
日
本
本
部
定
期
大
会
以
降
、
貨
物
（
関
東
・
東
北
）
会
社
別

協
議
会
、
運
転
、
運
輸
、
工
務
、
工
作
の
各
職
協
定
期
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
号
は
、
関
東
貨
物
協
議
会
（
11
月
７
日
）、
工
務
協
議
会
（
11
月
20
日
）、
工
作
協
議

会
（
12
月
４
日
）
の
委
員
会
報
告
を
掲
載
し
ま
す
。

　

関
東
貨
物
協
議
会
、
第
23

回
定
期
委
員
会
は
11
月
７
日

（
日
）
13
時
よ
り
新
橋
交
通

ビ
ル
に
於
い
て
、
２
０
１
０

年
春
闘
・
期
末
手
当
・
労
働

条
件
改
善
・
組
織
の
強
化
拡

大
」
等
の
総
括
と
向
こ
う
一

年
間
の
闘
い
を
提
起
し
、
活

発
な
議
論
を
通
し
て
意
思
統

一
を
図
っ
た
。

　

委
員
会
は
斉
藤
副
議
長

の
司
会
で
始
ま
り
、
役
員

８
名
中
８

名
、
委
員

18
名
中

18
名
の
出

席
を
確
認

し
、
委
員

会
の
成
立

宣
言
を
行

い
、
委
員

会
議
長
に

今
年
６
０

歳
を
迎
え

る
坂
本
委

員
（
東
京
）

を
選
出

し
、
議
事

に
は
い
っ

た
。
齋
藤

議
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、

来
賓
に
東
日
本
本
部
松
井
書

記
長
、
全
国
貨
物
協
議
会
眞

田
議
長
、
東
北
貨
物
協
議
会

大
越
事
務
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

情
勢
等
の
挨
拶
を
い
た
だ

き
、
吉
田
事
務
長
よ
り
経
過

報
告
・
活
動
方
針
（
案
）
に

つ
い
て
提
案
を
行
い
、
９
名

の
地
方
委
員
か
ら
の
発
言
を

受
け
、
議
長
集
約
し
て
闘
う

一
年
間
の
方
針
が
採
択
さ
れ

た
。

 
長
島
副
議
長
よ
り
委
員
会

宣
言
（
案
）
が
提
起
さ
れ
承

認
さ
れ
た
。
閉
会
挨
拶
で
中

山
副
議
長
か
ら
、
今
日
の
提

起
さ
れ
た
方
針
に
基
づ
き
、

当
面
す
る
闘
い
と
さ
ら
な
る

組
織
拡
大
に
全
力
を
図
る
こ

と
を
訴
え
、
最
後
に
齋
藤
議

長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
委

員
会
が
成
功
裏
に
終
了
し

た
。

ʴ・ 

Ｅ
Ｆ
５
０
０
（
水
戸
～
田
端

操
）
乗
り
入
れ
、
墨
田
川
駅
改

良
工
事
（
23
年
）
に
伴
い
、 

今

後
の
水
戸
（
派
）
の
将
来
展
望

が
ど
の
様
に
な
っ
て
い
く
か
不

安
で
あ
る
。

・ 

要
員
過
欠
の
状
況
を
先
を
み

す
え
て
対
応
を
行
っ
て
も
ら
い

た
い
。

・ 

遠
距
離
通
勤
者
問
題
に
つ
い

て
対
応
さ
れ
た
い
。

・ 

新
人
社
員
の
資
質
問
題
、
会

社
に
技
術
継
承
で
き
る
人
材
を

入
れ
て
も
ら
い
た
い
。

・ 

昇
進
試
験
に
つ
い
て
、
公
平
・

公
正
で
あ
る
よ
う
求
め
て
も
ら

い
た
い
。

・ 

不
採
用
の
解
決
に
つ
い
て

大
変
良
か
っ
た
、
今
後
は
雇
用

問
題
で
厳
し
い
状
況
だ
が
、
１,

０
０
０
円
カ
ン
パ
を
継
続
し
た

ら
ど
う
か
。

・ 

会
社
は
事
故
対
策
・
改
善
等
、

Ｋ
Ｙ
Ｔ
・
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
を

上
げ
れ
ば
済
む
と
い
う
対
応
と

な
っ
て
い
る
。
安
全
対
策
に
つ

い
て
の
議
論
を
高
め
て
も
ら
い

議　

長　
　

齋
藤　

勝　

(

関
東
保
全
技
術
セ
ン
タ
ー)

事
務
長　
　

吉
田　

秋
雄　

(

新
座
タ
駅)

   

＊
副
議
長
に
つ
い
て
は
、
各
地
方
定
期
委
員
会

　
　

で
選
出
と
な
り
ま
す
。

た
い
。

・ 

年
末
手
当
の
闘
争
指
示
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
闘
争
指
示
を
。

ˬ

・ 

大
宮
車
両
所
で
は
年
末
手
当

の
取
り
組
み
と
し
て
、
カ
ベ
新

聞
を
大
き
な
版
に
し
て
掲
示
し
、

宣
伝
行
動
を
取
り
組
ん
で
い
る
。

・ 

組
織
拡
大
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
国
労
の
体
力
が
あ
る

時
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
む
こ

と
が
大
変
重
要
で
あ
り
、
分
会

も
飲
む
機
会
だ
け
で
は
な
く
、

ア
ル
コ
ー
ル
抜
き
で
の
対
応
を

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

ͪ

ῴ

・ 

高
崎
機
関
区
検
修
は
Ｅ
Ｆ

64
廃
止
で
現
在
10
数
名
の
社
員

が
仕
事
に
溢
れ
て
い
る
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
平
成
25
年
に
は

隅
田
川
駅
の
改
良
工
事
が
終
了

と
な
り
、
将
来
展
望
を
含
め
不

安
と
な
っ
て
い
る
。

・ 

中
央
行
動
の
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
な
い
、
こ
の
間
、
地

方
で
は
行
動
を
行
っ
て
来
て
い

る
が
、
大
変
で
あ
る
。

・ 

プ
ロ
パ
ー
の
組
織
化
に
つ
い

て
、
北
関
東
ロ
ジ
は
組
合
が
な

い
、
現
在
１
０
６
名
以
上
い
る
。

ᴇ

ˬ

・ 

嘱
託
者
が
現
行
の
仕
事
を
引

き
続
い
て
行
う
の
は
大
変
で
あ

る
。
若
い
人
が
来
て
も
乗
務
員

に
な
っ
て
し
ま
い
技
術
継
承
が

出
来
な
い
状
況
だ
。

ˬ

・
10
月
31
日
に
退
職
者
が
１
名

と
な
り
、
今
日
ま
で
補
充
が
さ

れ
て
い
な
い
為
、
勤
務
が
大
変

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
早
急
に

補
充
し
て
も
ら
い
た
い
。

₳・ 

将
来
的
に
嘱
託
職
場
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

・ 

受
委
託
解
消
で
、
貨
物
会
社

に
戻
っ
て
く
る
が
遠
隔
地
か
ら

の
通
勤
と
な
り
、
交
通
費
も
か

か
る
。

ˬ

・ 

千
葉
機
関
区
で
２
名
の
拡
大

に
つ
い
て
、
会
社
は
接
触
を
し

な
い
よ
う
対
応
し
て
き
た
が
、

全
組
合
員
が
対
応
を
行
い
加
入

と
な
っ
た
。

・ 

青
年
部
も
大
変
厳
し
い
状
況

に
な
っ
て
お
り
、
役
員
も
大
変

で
あ
り
職
場
に
於
い
て
も
青
年

部
が
１
名
と
い
う
状
態
と
な
っ

て
い
る
。

・ 

不
採
用
問
題
、
本
人
達
の
生

活
も
あ
り
今
後
の
取
り
組
み
を
。

・ 

ダ
イ
ヤ
修
正
が
提
案
と
な
っ

た
が
、
乗
り
継
ぎ
時
間
が
入
力

さ
れ
て
い
な
い
、
支
社
提
案
の

あ
り
方
に
も
問
題
も
あ
る
。

・ 

長
野
か
ら
首
都
圏
に
移
動
と

な
っ
た
人
が
多
く
い
る
。
長
野

に
帰
り
た
い
人
達
も
い
る
の
で

把
握
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

・ 

村
井
・
西
上
田
駅
が
３
月
に

廃
止
の
話
が
で
て
い
る
。
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11
月
20
、
本
部
3F
会
議
室
に

お
い
て
、
東
日
本
工
務
協
議
会

第
22
回
定
期
委
員
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
定
期
委
員
会
で

の
特
徴
的
な
議
論
は
、
９
年
前

に
実
施
さ
れ
た
「
設
備
・
電
気

部
門
に
お
け
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

体
制
の
再
構
築
」
を
経
て
、
今

年
１
月
15
日
に
提
案
さ
れ
た

「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
の
改
善
」

合
理
化
地
方
交
渉
等
の
取
り
組

み
の
特
徴
点
に
つ
い
て
で
し

た
。

 

会
社
提
案
で
と
り
わ
け
人
材

育
成
の
強
化
・
技
術
力
の
維
持

向
上
・
相
互
連
携
に
よ
る
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
レ
ベ
ル
向
上
等
が
強

調
さ
れ
つ
つ
も
、
業
務
執
行
体

制
の
変
更
に
よ
り
管
理
科
か
ら

線
路
科
に
名
称
変
更
と
エ
リ
ア

別
軌
道
管
理
・
派
出
等
の
新
設
、

簡
易
な
作
業
の
継
続
実
施
・
分

岐
器
検
査
の
一
部
直
轄
化
と
線

路
閉
鎖
業
務
の
見
直
し
等
々
、

　

12
月
４
日
工
作
協
議
会
第
23
回

定
期
委
員
会
を
交
通
ビ
ル
３
階
会

議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は

ダ
イ
ヤ
改
正
日
に
あ
た
り
ま
し
た

が
、
強
風
の
影
響
で
新
幹
線
ダ
イ

ヤ
が
大
幅
に
乱
れ
、
当
初
13
時
の

開
催
を
20
分
繰
り
下
げ
て
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

下
平
副
議
長
（
長
野
）
の
開
会

挨
拶
で
始
ま
っ
た
委
員
会
は
、
議

長
に
仙
台
地
本
選
出
の
橋
本（
守
）

委
員
（
郡
山
）
を
選
出
し
議
事
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
を
代
表
し
て
挨
拶
し
た

小
野
議
長
（
大
宮
）
は
、
①
Ｊ
Ｒ

不
採
用
事
件
の
経
過
と
解
決
に
向

け
た
取
組
み
に
つ
い
て
、
②
東
日

本
会
社
で
提
案
さ
れ
て
い
る
「
グ

ル
ー
プ
と
会
社
一
体
と
な
っ
た
業

務
体
制
の
更
な
る
推
進
に
つ
い

て
」、
③
貨
物
会
社
の
状
況
と
手

当
て
を
巡
る
問
題
に
つ
い
て
、
④

組
織
強
化
・
拡
大
に
つ
い
て
の
挨

拶
。
来
賓
と
し
て
東
日
本
本
部
松

井
書
記
長
か
ら
、
①
東
日
本
本
部

を
巡
る
状
況
と
今
後
の
運
動
展
開

に
つ
い
て
、
②
外
注
化
問
題
に
つ

い
て
、
③
他
労
組
の
状
況
に
つ
い

て
等
報
告
を
受
け
、
運
転
協
議
会

木
立
議
長
か
ら
は
、
共
に
手
を
携

え
て
改
善
に
向
け
て
運
動
を
行
う

激
励
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
佐
藤
事
務
長
（
東
京
）

か
ら
、
２
０
０
９
年
度
の
経
過
報

告
と
２
０
１
０
年
度
運
動
方
針

（
案
）
の
一
括
提
起
を
行
い
、
決

算
・
監
査
報
告
の
の
ち
委
員
会
を

一
旦
休
会
し
方
針
を
補
強
す
る
立

場
か
ら
第
５
６
回
工
場
・
車
両
所

代
表
者
会
議
を
開
催
し
、
①
各
支

部
大
会
の
特
徴
点
に
つ
い
て
、
②

各
支
部
・
車
両
所
の
状
況
に
つ
い

て
、
③
組
織
強
化
・
拡
大
に
つ
い

て
な
ど
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

各
工
場
・
車
両
所
か
ら
の
報
告

を
受
け
委
員
会
を
再
開
し
、
佐
藤

事
務
長
か
ら
は
、
①
「
グ
ル
ー
プ

会
社
と
一
体
と
な
っ
た
業
務
体
制

の
更
な
る
推
進
に
つ
い
て
」
の
各

支
部
・
分
会
の
取
り
組
み
の
強
化

と
運
転
・
工
作
作
成
の
チ
ラ
シ
の

活
用
、
②
請
負
業
務
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
調
査
活
動
と
要
求
化
を

し
な
が
ら
交
渉
を
行
い
改
善
を
求

め
る
、
③
組
織
強
化
・
拡
大
に
つ

い
て
、
経
験
交
流
会
な
ど
を
生
か

し
な
が
ら
全
組
合
員
参
加
の
運
動

に
し
て
い
く
、
④
グ
ル
ー
プ
会
社

や
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
労
働
条
件
改

善
に
向
け
て
、
各
地
方
本
部
な
ど

と
の
連
携
の
強
化
を
図
り
、
要
求

に
し
て
改
善
を
求
め
る
運
動
を
行

う
と
の
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
と
め
を
受
け
全
体
の
拍
手
で

２
０
１
０
年
度
方
針
（
案
）
を
承

認
し
た
の
ち
、
役
員
改
選
で
は
全

役
員
が
留
任
し
第
23
回
定
期
委
員

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

一
層
の
効
率
化
も
画
策
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
上
、
競
合
作
業
把
握
シ

ス
テ
ム
等
を
試
行
で
入
れ
て
職

場
定
着
し
た
、
と
の
判
断
で
自

ら
の
教
育
不
足
を
顧
み
ず
「
余

力
と
し
て
抱
え
込
み
」
施
策
実

施
時
に
「
ほ
ぼ
要
員
増
無
し
」

で
交
渉
を
切
り
上
げ
る
た
め
に

東
労
組
を
使
い
、
交
渉
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
調
整
さ
え
「
公
平
・

公
正
」
の
微
塵
も
な
い
状
態
が

多
く
の
地
方
で
作
り
出
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
報
告
を
受
け
る
中

か
ら
私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
現

状
を
変
え
る
べ
く
、
点
検
活
動

か
ら
顕
在
化
、
そ
し
て
要
求
化

か
ら
改
良
の
取
り
組
み
に
つ
な

げ
る
、
職
場
か
ら
の
活
動
強
化

を
確
認
し
あ
っ
て
き
ま
し
た
。
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